
正

法

眼

蔵

の
サ
変

動

詞

1

そ
の
用
例

(十
七
)
(
漢
字
四
字

へ
～

ワ
)
i

田

島

銃

堂

(092
)
弁
肯
究
尽
ス

(1
例

・
他
)
体

1

《
ナ
リ
》

コ
ノ
ナ
カ
ニ
イ
ク
三
阿
僧
祇
劫
ノ
修
行
ヲ
モ
弁
肯
究
尽

ス
ル
ナ
リ

(陀
羅
尼
十

　
ユ

33

ウ

2

中

蹴
i
14
)

「
こ

の
中

」

と

は
、

「
袈

裟

を
搭

着

し

て
釈

迦
牟

尼

仏

を
礼

拝

供

養

す

る

こ
と

」

を

い
う

。

そ

の

こ
と

が

、

長

期

間

の
修

行

を

も

行

い
尽

く
す

事

に
な

る

の

で
あ

る
、

の
意

。

(
192
)

遍

参

功

夫

ス

(
1
例

・
他

)

体

1

《
ナ

リ
》

イ

ハ

ユ
ル
釈

迦

老

子

ト
玄

沙

老

漢

ト
同

時

同

参

ノ
時

節

ヲ
遍

参

功

夫

ス

ル
ナ

リ

(
遍

参

十

ニ

ー4

ウ
ー

中

謝
1
12
)

あ

ま

ね

く
尋

ね

て

工
夫

す

る

と

い

う

こ

と
。

「
遍

参

し

功

夫

す

る

」

と

二
字

サ
変

動

詞

を

重

ね

た
も

の

で

あ

る
。

岩

波

文

庫

本

で
は

「
遍

」

の
字

は

「
偏

」

で
あ

る
。

(
292
)

弁

道

行

持

ス

(
1
例

・
自

)

止

1

《
ベ

シ
》

壮

年

ニ

シ
テ
軽

爾

ナ

ラ

ン

ワ

レ
ラ

ナ

ン

ソ
老

年

ノ
崇

重

ナ

ル
ト

ヒ
ト

シ
カ

ラ

ン
、

ハ
ケ

ミ

テ
弁

道

行

持

ス

ヘ
キ

ナ

リ

(行

持

三

46

オ

ー0

中

23
-
10
)

「
弁

道

」

と

「
行

持

」

を
重

ね

た

も

の

で
あ

る
。

(
392
)

弁
道

功

夫

ス

(
4
例

・
自

)

止

3

《
ベ

シ
2

断

止

1

》

体

1

《
連

体

》

(終

止

形

の
例
)

先

師

ツ
ネ

ニ
云

三

百

年

ヨ
リ

コ

ノ
カ

タ

、

ワ
ガ

コ
ト

ク

ナ

ル
知

識

イ

マ
タ

、

イ

デ

ス
、

諸

人

審

細

二
弁

道

功

夫

ス

ヘ
シ

(
行

持

四

27

オ

7

中

67
1
14
)

「
弁

道

し

功

夫

す

べ
し

」

の
意

。

正

法

眼

蔵

の

サ
変

動

詞

(
492
)
遍
歴
諸
方

ス

(
1
例

・
自
)
体
1

《
二
接
》

瓶
錫

ヲ
タ
ツ
サ
エ
テ
行
脚

シ
遍
歴
諸
方

ス
ル
ニ
ツ
ネ

ニ
ミ
ッ
カ
ラ
イ
ハ
ク
七
歳

ノ
童
子
ナ
リ
ト
モ
若
我

ヨ
リ
モ
勝
レ
ハ
者
我
即
問

ヘ
シ

(行
持
三
45
ウ
7

中

22
1
14
)

こ
の
例
に
限
ら
な
い
が
、
「自
」
と
し
た
も
の
は
、
そ
の
サ
変
動
詞
が
外
に
向
か

っ

て
目
的
語
を
要
求
し
な
い
も
の
を
い
う
。
今
の
例
は
、
「諸
方
を
遍
歴
す
る
」

の

意

で
あ
り
、
「遍
歴
」
自
体
は

「諸
方
」
を
目
的
格
と
し
て
も

っ
て
い
る

(も

っ

と
も
、

こ
れ
を
目
的
格
と
言

っ
て
い
い
か
ど
う
か
は
問
題
が
有
ろ
う
が
、
と
に
か

く
、

ヲ
格

の
語
を
そ
の
サ
変
動
詞
内
で
要
求
し
、
満
た
し
て
い
る
)
。

し
か
し
、

こ
の
サ
変
動
詞
全
体
で
は
、
他
に
目
的
格

(ま
た
は
、
ヲ
格
)
を
要
求
せ
ず
、
自

足
し
て
い
る
。
前
の

「
弁
道
ス
」
も
二
字
の
中
で
は
、
「
道
ヲ
弁
ズ
」
で
あ
る
が
、

全
体

で
は
普
通
は
他
に
目
的
格
を
取
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん

「～

ヲ
弁
道

ス
」
と
い

う
言
い
方
も
有
り
得
る
が
、
正
法
眼
蔵
の
中
に
は
な
い
。

(592
)
放
下
幽
棲
ス

(1
例

・
自
)
止
1

《断
止
》

己
ヲ
カ
ナ
シ
ミ
テ
書
籍
ヲ
火

ニ
ヤ
キ
テ
行
粥
飯
僧
ト
ナ
リ
テ
年
月
ヲ
経
歴
シ
キ
。

ノ
チ
ニ
武
当
山

ニ
イ
リ
テ
大
証
ノ
旧
趾
タ

ッ
ネ
テ
結
草
為
庵

シ
放
下
幽
棲

ス

(行
持
三
56
オ
7

中
34
-
9
)

「す
べ
て
を
放
榔
し
て
静
か
に
住
ん
だ
」
の
意
。

(692
)
放
光
現
瑞
ス

(
1
例

・
自
)
止
1

《断
止
》

ク
ラ
ヰ

ヨ
ク
説
法
度
生
シ
放
光
現
瑞

ス

(菩
提
分
法
十

二
38
ウ
9

ス
脱

下
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正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

31
-
13
)

「光
を
放
ち
、
瑞
を
現
ず
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
二
字
サ
変
動
詞
の
中

で
動
詞

-
目
的
語
の
関
係
が
完
結
し
、

こ
の
四
字
漢
語
サ
変
動
詞

の
外
に
向
か

っ

て
目
的
語
を
要
求
す
る
こ
と
は
な
い
。

(792
)
奉
馬
奉
水

ス

(1
例

・
自
)
体

1

《連
体
》

初
祖
索
仙
陀
婆
四
子
馬
塩
水
器
ヲ
奉

ス
。
馬
塩
水
器
ノ
ス
ナ

ハ
チ
索
仙
陀
婆
ナ

ル
ト
キ
奉
馬
奉
水
ス
ル
関
振
子
学

ス

ヘ
シ

(仙
陀
馬
十
五
39
オ
ー

下
幽
ー
14
)

「
馬
を
奉
り
、
水
を
奉
る
」
の
意
。
二
字

サ
変
動
詞
の
重
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
、
動
詞
ー
目
的
語
の
関
係
は
収
束
し
、
他

に
対
し
て
は
、
特

に

目
的
語
を
要
求
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
の
、
自
動
詞
で
あ
る
。
「
振
」
字
、
岩
波

文
庫
本
で
は
、
「板
」
。

(
892
)
北
面
礼
拝
ス

(
2
例

・
自
)
体
2

《
ナ
リ
2
》

カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ノ
礼
拝
ノ
ト
キ
カ
ナ
ラ
ス
北
面
礼
拝
ス
ル
ナ
リ

(陀
羅
尼
十
3ー

ウ
5

中
㎜
ー
15
)

も
う

一
例
も
同
じ
。
北
に
面
を
向
け
て
礼
拝
す
る
こ
と
、
仏
は
南
面
し
て
い
る
。

(
992
)
発
心
修
行
ス

(
3
例

・
自
)
用

1

《中
止
》
止

1

《断
止
》
体
1

《
連

体
》釈
迦
牟
尼
仏
オ
ヨ
ヒ

一
切

ノ
諸
仏
諸
祖
ミ
ナ
夢
中

二
発
心
修
行
シ
成
等
正
覚

ス

ル
ナ
リ

(夢
中
六
7
ウ
2

中
燭
1
13
)

「発
心
し
修
行
す
る
」

の
意

で
、
二
字
漢
語
サ
変
動
詞
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
。

(003
)
発
心
修
証
ス

(6
例

・
自
)
体

6

《準
体
5

ナ
リ
ー
》

タ
ト
イ

一
刹
那

二
発
心
修
証
ス
ル
モ
即
心
是
仏
ナ
リ
、
タ
ト
イ

一
極
微
中

二
発

心
修
証
ス
ル
モ
即
心
是
仏
ナ
リ

(即
心

一
4ー
ウ
5
、
6

上
妬
1
5
)

「
即
心
是
仏
」
の
巻
に
、
5
例
集
中
し

て
出
て
く
る
。
全
部
同
じ
文
脈

「
タ
ト
イ
…

モ
即
心
是
仏
ナ
リ
」
で
あ
る
。
「発
心
修
証

ス
ル
モ
」
の
部
分
だ
け
を
見
れ
ば
、

「発
心
修
証

ス
ル
」
が
体
言
格
を
得
て

「即
心
是
仏
ナ
リ
」

の
主
語

に
な

っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
「
タ
ト
イ
…
モ
」
の
構
文
の
中
に
は
め
込
ま
れ
た
も
の
で
、

そ
の
部
分
は

一
つ
の
事
柄
を
叙
述
す
る

「文
」
に
な

っ
て
い
る
。
「
準
体
」
と

い

う

の

は
、

こ

の

サ
変

動

詞

の
部

分

だ

け

に
着

目

し

て
準

体

用
法

と

し
た

の

で
あ
る
。

こ
れ

も

「
発

心

す

」

と

「
修

証

す

」

を

重

ね

た

も

の
、

「
発

心

す

」

は

「
心

を

発

す

」

こ
と

で
、

目

的

語

は

こ

の
中

に
収

ま

っ
て

い

て
、

他

に
向

か

っ
て

は
目

的

語

を

要

求

し

て

い
な

い
。

(
103
)

発

心
得

道

ス

(
5
例

・
自

)

体

5

《
準

体

》

ア

ル
イ

ハ
飛

花

落

葉

ノ
ナ

カ

ヨ
リ
発

心

得

道

ス
ル

ア
リ
、

…

…

ア
ル

イ

ハ
天

上

ニ

シ

テ
発

心

得

道

ス

ル

ア
リ
、

ア

ル

イ

ハ
海

中

ニ

シ

テ
発

心

得

道

ス

ル

ア

リ

(
発

菩

十

三

8

オ

5

～

8

中

説
ー
13
～

15
)

同

じ
巻

に
集

中

し

て
用

い

ら

れ

て
い

る
。

こ

の
巻

名

「
発

菩

提

心

」

は
九

十

五

巻

本

の
岩

波

文

庫

本

で
は

「
発

無

上

心

」

と

な

っ
て
い

る
。

岩

波

文

庫

本

に
収

め

ら

れ

て

い
る

「
発

菩

提

心

」

の
巻

と

は
別

で
あ

る
。

こ
の
用

法

は
、

先

の

「
発

心

修

証

ス

ル
」

の
場

合

と

異

な

り
、

「
発

心

得

道

ス

ル
者

」

の
意

で
、

準

体

用

法

と

い

う

の
が

ふ

さ

わ

し

い
も

の

で
あ

る
。

「
発

心

す

」

と

「
得

道

す

」

の
重

ね

ら

れ

た

も

の

で
あ

る

が
、

「
発

心

す

」

も

「
得

道

す

」

も

と

も

に

そ

れ

ぞ

れ

の
中

で
、

目

的

語

を

吸

収

し

て
、

他

に
対

し

て
目
的

語

を
要

求

し

な

い
。

(
203
)

発

足

行

脚

ス

(
1

例

・
自
)

未

1

《
キ
》

ム

カ

シ
唐

朝

趙

州

真

際

大

師

コ

・

ロ
オ

コ
シ

テ
発

足
行

脚

セ

シ
チ

ナ
ミ

ニ
イ

フ
、

タ

ト

ヒ
七

歳

ナ

リ

ト

モ

ワ

レ

ヨ

リ
勝

ナ

ラ

バ
ワ

レ
カ

レ

ニ
ト

フ

ヘ
シ
、

タ

ト

ヒ

百

歳

ナ

リ

ト

モ

ワ
レ

ヨ
リ

モ
劣

ナ

ラ

バ
、

ワ

レ
カ

レ

ヲ
オ

シ

ウ

ヘ
シ

(
礼

拝

六

1ー

オ

3

上

捌
ー
6
)

「
発

足

」

は
文

字

通

り
、

足

を

出

し

て
歩

き

始

め

る

こ
と

、

や

は
り

目

的

格

は
吸

収

さ
れ

て
お

り
、

「
行

脚

ス
」

と
重

ね

用

い

ら

れ

て
い

る
。

(
303
)

発

足
学

道

ス

(
1
例

・
自

)

已

1

《
ド

モ
》

タ

ト

ヒ
威

音

王

ヨ
リ

サ

キ

ニ
発

足

学

道

ス

レ
ト

モ

ナ

ヲ

ミ

ッ
カ

ラ

カ
児

孫

ト

シ

テ
増

長

ス
ル

ナ

リ

(
身

心

一
36

オ

3

中

鵬
1
8
)

こ

の

「
発

足

」

は
前

項

の
例

が
、

文

字

通

り

に
受

け

取

れ

る
も

の
だ

が

(
そ
う

は

言

っ
て

も
比

喩

的

か
も

知

れ
な

い

が
)
、

こ

の
例

は

も

う
少

し

、

比

喩

的

な

も

の

で
あ

る
。

「
発

足

す

」

と

「
学

道

す

」

を

重

ね

用

い
た

も

の
、

そ

れ

ぞ

れ

の
中

で
、
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目

的

格

は

吸
収

さ

れ

て

い
る
。

(
403
)

発
菩

提

心

ス

(
6
例

・
自

)

体

6

《
ナ

リ
》

タ

・
マ
サ

ニ
時

節

ト

ト

モ

ニ
発

菩

提

心

ス

ル
ナ

リ

(身

心

一
34

ウ

5

中

伽
i

8
)

身

心

学

道

の
巻

と
発

菩

提

心

の
巻

に
集

中

し

て

い
る
。

「
菩

提

心

を

発

す

」

と

、

目
的

格

は

こ

の
語

の
中

に
吸

収

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ

は
、

二
字

サ
変
動

詞

の
重

ね

で
は

な

い
。

(
503

)

保

任

護

持

ス

(
1

例

・
他

)

用

1

《
中

止

》

仏

光

明

ト
イ

フ

ハ

一
句

ヲ
受

持

聴

聞

シ

一
法

ヲ
保

任

護

持

シ
坐

禅

ヲ
単

伝

ス

ル

ナ

リ

(
坐

箴

三

1ー

ウ

3

上

姫
1
5
)

「
保

任

」

と

は
、

「
保

護

任
持

」

の
意

だ

と

い
う
。

そ

の
意

味

で

は
、

重

言

気

味

で
あ

る
。

完

全

に
自

己

の
責

任

に
お

い

て
保

護

す

る

こ
と

、

さ

ら

に
、

そ

の

こ
と

は
、

そ

の
も

の

に
成

り
き

る

こ
と

を

言

う

の
だ

と

さ

れ

る
。

こ

の
文

字

つ
な

が

り

は
、

す

べ

て
動

詞

で
あ

り
、

全

体

と

し

て
も

他

動

詞

性

を

持

つ
。

(
603
)

翻

身

回
脳

ス

(
2
例

・
自

)

体

2

《
ナ

リ

ー

二
接

1
》

生

死

ヲ
頭

尾

ト

シ
テ
尽

十

方

界

真

実

人

体

ハ
ヨ
ク
翻

身

回

脳

ス

ル
ナ

リ
、

翻

身

回

脳

ス

ル

ニ
如

一
銭

大

ナ

リ

(身

心

一
38

オ

8

中

㎜
1
11

)

「
翻

身

す
」

「
回

脳

す

」

を

重

ね
た

も

の
。

共

に
、

そ
れ

ぞ

れ

の
中

で
、

動

詞

ー

目
的

語

関
係

は

吸
収

さ

れ

て

い
る
。

生

死

を

か

け

て
活

動

す

る

こ
と

を

言
う
。

そ

れ

が

「
如

一
銭

大

」

一
銭

玉

く

ら

い

の
大

き

さ

の
小

さ

な

も

の
だ

と

い
う

の

で
あ

る
。(703

)

買

来

買

去

ス

(
1

例

・
他

)

用

1

《
テ
》

自

己

眼

ヲ

モ

テ
自

己

ヲ

ミ

ス
、

雲

門

眼

ヲ

モ

テ
雲

門

ヲ

ミ

ス
、

雲

門

眼

ヲ

モ

テ

自

己

ヲ

ミ

ス
。

カ

ク

ノ

コ
ト
ク

未

参

究

オ

ホ

シ
。

サ

ラ

ニ
草

鮭

ヲ
買

来

買

去

シ

テ
正

師

ヲ

モ

ト

メ

テ
嗣

法

ス

ヘ
シ

(
面

授

十

一
10

オ

5

中

謝
ー
13
)

「
来

」

も

「
去

」

も

動

作

の
継

続

、

趨

勢

な

ど

を

表

す

助

辞

で
あ

る
。

動

詞

に
付

け

て
使

わ

れ

る

。

丁

度

日
本

語

の

「
～

シ
キ

タ

リ
～

シ

サ

ル
」

と

い
う

に
あ

た

る

よ

う

に
み

え

る
が

、

「
去

る
」

と

い

う

の
は
、

必

ず

し

も

ぴ

っ
た

り

し

な

い
。

両

正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

者

合

わ

せ

て

「
～

ス

ル
」

と

動

作

を

き

ち

ん

と
確

認
す

る

よ

う

な

語

気

で
あ

る
。

「
喫

茶

去

」

と

い
う

言

葉

が

趙

州

の
語

と

し

て
あ

る
。

訓

読

で

は

、

こ

れ

を

「
茶

を

喫

し
去

れ
」

と
読

む

が
、

決

し

て

「
お
茶

を
飲

ん

で
帰

れ
」

と

言

う

の

で
は

な

い
。

「
お

茶

を

飲

め

」

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

(
803
)

無

師

独

悟

ス

(
2
例

・
自

)

体

2

《
ナ
リ
》

仏

ノ
印

証

ヲ

ウ

ル
ト

キ
無

師

独

悟

ス

ル

ナ
リ
、

無

自

独

悟

ス

ル

ナ

リ

(
嗣

書

八

30

オ

8

上

蜥
1
7
)

文

字

通

り

師

無

く

し

て
独

り

で
悟

る

の
意

味

に
理

解

す

る
な

ら

ば

、

ず

い

ぶ

ん
、

道

元

禅

師

の
意

図

を

誤

解

す

る

こ
と

に
な

る
だ

ろ
う

。

勿

論

、

今

の
引

用

だ

け

で

も

、

注

意

深

く

読

め

ば

、

す

ぐ

「
無

自

独

悟

ス

ル

ナ

リ
」

と

あ

る
か

ら
、

こ

れ

と

併

せ

考

え

れ

ば

、

師

無

く

し

て
独

り

で
悟

る

の
意

味

な

ど

で

は
な

い

こ

と

が
知

れ

る
だ

ろ
う

が

。

簡

単

に
説

明

す

る

こ
と

は
難

し

い
が

、

も

う

一
つ
の
例

を
挙

げ

て
、

そ
れ

と

と

も

に
考

え

て

み

よ
う

。

今

の
例

に
し

て
も

、

も

う
少

し
前

か

ら
引

用

し

て

み
な

け
れ

ば

い
け

な

い
か

も

知

れ

な

い
。

こ

の
前

に

は

「
仏

々

カ

ナ

ラ

ス
仏

々

二
嗣

法

シ
、

祖

々

カ

ナ

ラ

ス
祖

々

二
嗣

法

ス
ル
、

コ

レ
証
契

ナ

リ
、

コ

レ
単

伝

ナ

リ
。

コ

ノ

ユ

ヱ

ニ
無

上

菩

提

ナ

リ
。

仏

々

ニ
ア
ラ

サ

レ

ハ
仏

ヲ
印

証

ス

ル

ニ
ア
タ

ハ
ス
、

仏

ノ
印

証

ヲ

ヱ
サ

レ

ハ
仏

ト

ナ

ル

コ
ト

ナ

シ
、

仏

ニ
ア

ラ

ス

ヨ
リ

ハ
タ

レ

カ

コ

レ

ヲ
最
尊

ナ

リ

ト

シ
無

上

ナ

リ

ト
印

ス

ル

コ
ト

ア

ラ

ン
」

と

あ

り

、

掲

出

の

例

文

に
続

く
。

こ

の
引

用

で
、

文

字

通

り
師

無

く

し

て
独

り

で
悟

る

の
意

味

で
な

い

こ
と

は

、

ほ

ぼ

了

解

さ

れ

る

と

思

う

が
、

も

う

一
例

で
、

こ

の
点

を

も

っ
と

確

か

に
し

て
お

こ
う
。

「
法

性

」

の
巻

の
冒

頭

部

分

で
あ

る
。

「
ア

ル
イ

ハ
経

巻

ニ
シ
タ

カ

ピ

ア

ル
イ

ハ
知

識

ニ
シ
タ

カ

ヒ

テ
参

学

ス
ル

ニ
無

師

独

悟

ス

ル

ナ
リ

、

無

師

独

悟

ハ
法

性

ノ
施

為

ナ

リ
。

タ

ト

ヒ
生

知

ナ

リ

ト

モ

カ

ナ

ラ

ス
尋

師

訪

道

ス

ヘ
シ
、

タ

ト

ヒ
無

生

知

ナ

リ

ト

モ
カ

ナ

ラ

ス
功

夫

弁

道

ス

ヘ

シ
。

イ

ツ
レ

ノ
箇

々
力

生

知

ニ
ア

ラ

サ

ラ

ン
。

仏

果

菩

提

ニ
イ

タ

ル

マ
テ

モ
経

巻

知

識

ニ
シ

タ
カ

フ
ナ

リ
」

(十

24

オ

中

謝
)
。

決

し

て
、

師

無

く

し

て
独

り

で
悟

る

の
意

味

で
な

い

こ
と

が

了

解

さ

れ

る
だ

ろ
う

。

人

々

に

は
も

と

も

と

仏

の
智

恵

一33一



正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

が
備
わ

っ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
仏

の
智
恵
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
無
師
独
悟
と
表
現
し
て
い
る
の
だ
が
、
「知
識
に
従

っ
て
参
学
す
る
」

と
言

っ
て
い
る
以
上
、
文
字
通
り
の

「
師
無
し
」
と
言
う
こ
と
に
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

こ
れ
を
な
ぜ
、
「無
師
独
悟
ス
」
と
い
う
の
か
に
つ
い
て
、
十
分
考
え
て

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(903
)
無
自
独
悟

ス

(1
例

・
自
)
体

1

《
ナ
リ
》

前
項

の
例
文
の
中
に
、

こ
の
用
例
が
現
れ
て
い
る
。
前
項
参
照
。

(013
)
夢
中
説
夢

ス

(3
例

・
自
)
用

1

《動
詞
》
止

1

《断
止
》
体
1

《
二

接
》(連
用
形
の
例
)

学
得

ス
ル
ニ
カ
ナ
ラ
ス
目
鉄
機
両

ア
ラ
バ
レ
テ
夢
中
説
夢
シ
イ
ッ
ル
ナ
リ

(夢

中
六
6
オ
4

中
燭
ー
8
)

「夢
の
中
で
夢
を
説
く
」、
は
か
な
い
こ
と
、
馬
鹿
馬
鹿
し

い
こ
と
の
讐
え

の
よ

う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
夢
で
な
い
も

の
が
あ
ろ
う
か
。
こ
の
世
の
全
て
を
空
と

観
じ
る
立
場
か
ら
言
え
ば
、
ま
こ
と
に
正
常
な
心
理
そ
の
も
の
の
姿
で
あ
る
。
言

葉
の
上
で
は
、
「
夢
中
」
は
副
詞
的
働
き
を
持
ち

「説
夢
」
が
動
詞
と
目
的
語

で
、

全
体
と
し
て
は
、
自
動
詞
と
し
て
働
く
。

(
113
)
夢
裏
証
夢
ス

(
1
例

・
自
)
体

1

《中
止
》

夢

コ
レ
尽
大
地
ナ
リ
、
尽
大
地

ハ
平

ナ
リ
、

コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
廻
頭
転
脳
ノ
無
窮
尽
、

ス
ナ
ハ
チ
夢
裏
証
夢

ス
ル
、
信
受
奉
行
ナ
リ

(夢
中
六
6
ウ
3

中
燭
1
15
)

こ
の
連
体
形
の
文
法
的
な
働
き
は
、
連
体
形
の
中
止
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。
「
要

す
る
に
、
こ
の
よ
う
に
夢
の
中
で
、
夢
を
実
証
す
る
と
い
う
、
こ
れ
を
信
じ
て
受

け
、
謹
ん
で
行
う
の
だ
」
の
意
味
に
取

る
の
が
穏
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
説
明
の

難
し
い
用
例
で
あ
る
が
、
連
体
用
法
と

は
取
り
に
く
い
。
「夢
裏
」
は

「証
夢

ス
」

に
対
し
て
は
、
副
詞
的
役
割
を
持
ち
、
「証
夢

ス
」
は
こ
の
中
に
、
目
的
格
を
吸

収
し
て
い
る
。

(213
)
面
南
叉
手
ス

(1
例

・
自
)
用
1

《
テ
》

法
堂

ニ
イ
タ
リ
テ
法
座
階
前

ニ
シ
テ
面
南
叉
手
シ
テ
タ
ツ

(安
居
十
五
18
ウ
3

下

91
-
5
)

「
南

を

向

き

叉

手

す

る
」

と

い
う

こ
と

。

「
叉
手

」

は
胸

の
前

で
左

手

を

拳

に

し

た
上

を

右

手

で
覆

う
形

に
す

る
事

を

い
う

。

「
面

南

す

」

「
叉

手

す

」

を

重

ね

た

も

の

で
、

お

の
お

の

そ

の
内

部

で
、

目

的

格

を

吸

収

し

て

い

る
。

な

お

、

乾

坤

院

本

で

は
、

「
階
」

が
土

編

に
作

ら

れ

て
い

る
。

(
313
)

面
壁

燕

坐

ス

(
1
例

・
自

)

止

1

《
ト
》

嵩

山

二
経

行

シ

テ
少

林

二
椅

杖

ス
。

面

壁

燕

坐

ス

ト
イ

エ
ト

モ
習

禅

ニ

ハ
ア

ラ

サ

ル
也

(
行

持

下

四

5

オ

2

中

43
1
5
)

「
壁

に
向

か

っ
て
、

燕

坐

す

る
」
。

燕

坐

は
宴

坐

と
同

じ
、

安

祥

と

し

て

坐

す

る

を

言

う

。

「
面

壁

す
」

「
燕

坐

す

」

を

重

ね

た

も

の
、

「
面

壁

す

」

は

こ

の
内

部

で
、

目

的

格

を

吸

収

し

て

い

る
。

(
413
)

問

西

来

意

ス

(
1
例

・
自

)

体

1

《
連

体

》

問

西

来

意

ス

ル

一
切

ノ
仏

祖

ハ
ミ

ナ
上

樹

口
街

樹

枝

時

節

ニ
ア

ヒ

ア
タ

リ

テ
答

来

セ

ル

ナ

リ

(
西

来

意

十

三

6

オ
8

中

謝
i
15
)

「
西

来

意

を

問

う

」

の
意

。

(
513
)

問

答

往

来

ス

(
1

例

・
自

)

体

1

《
二
接

》

仰

山

ア

マ
ネ

ク
勤

旧

前

資

等

ニ
ト

フ
。

タ

レ
人

カ

ソ

ノ
仁

ナ

ル
。

問

答

往

来

ス

ル

ニ
仰

山

ツ
ヰ

ニ
イ

ハ
ク
信

潅

子

女

流

ナ

リ

ト
イ

ヘ
ト

モ
大

丈
夫

ノ
志

気

ア
リ
、

マ
サ

ニ
癖

院

主

ト

ス

ル

ニ
タ

ヘ
タ

リ
。

衆

ミ

ナ
応

諾

ス

(
礼

拝

六

12

オ

8

上

伽
ー
13
)

問

答

が

往

来

す

る
と

、

主

述

の
関

係

に
も

考

え

ら

れ

る

が
、

問

答

し

往

来

す

る

の

意

味

に
と

っ
て
、

四

字

漢

語

サ
変

と

し

た
。

(
613

)

聞

法

得

益

ス

(
2

例

・
自

)

止

2

《
ベ

シ
》

コ
レ

ラ

ノ
聞

法

ト

モ

ニ
得

益

ア
リ
、

心
識

二
縁

セ

サ

レ

ハ
聞
法

ノ
益

ア

ラ

ス

ト

イ

フ

コ
ト

ナ
カ

レ
、

心

滅

身

没

ノ

モ

ノ
聞
法

得
益

ス

ヘ
シ

(無

情

十

8

オ

8

中

舗
ー
4
)

「
法

を

聞

い

て
益

を
得

」

の
意

。

「
聞

法

す

」

「
得

益

す
」

を
重

ね

た

も

の
。

そ

れ

ぞ

れ

の
中

で
、

目
的

格

を

吸
収

し

て

い
る
。
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(
713
)

問

来

間

去

ス

(
1
例

・
他

)

止

1

《
ベ

シ
》

　

　

　

　

　

　

又

オ

ホ

ヨ
ソ
地

ト

イ

フ
モ

ノ

ハ
大

道

ノ

ナ

カ

ニ
大

道

ノ

ナ

カ

ニ
寸

許

モ

ナ

カ

ル

ヘ
キ

カ
問

来

間

去

ス

ヘ
シ
、

道

他

道

己

ス

ヘ
シ

(
古

鏡

四

59

ウ
3

上

㎜
1
15
)

「
来

…
去

」

は

「
買

来

買

去

ス
」

の
場

合

と

同

じ

。

動

作

の
継

続

を

示

す

接

辞

で

あ

る

。

ヲ
格

の
目

的

語

を

取

っ
て

は

い
な

い
が

、

「
オ

ホ

ヨ

ソ
地

ト

イ

フ

モ

ノ

ハ

大

道

ノ

ナ
カ

ニ
寸

許

モ

ナ

カ

ル

ヘ
キ

カ

」

を

問

え

と

言

っ
て

い

る

の

で
あ

り

、

こ

の
部

分

が

「
問

来

間

去

ス
」

の
内

容

で
あ

る
。

他

動

詞

と

し

た

の

は

そ
れ

故

で
あ

　

　

　

　

　

　

る
。
「大
道

ノ
ナ
カ
一こ

は
術
字

で
あ
る
。

(813
)
唯
聞
法
音
ス

(1
例

・
自
)
体
1

《
ナ
リ
》

即
隠
即
現

ハ
輪
相
ノ
進
歩
退
歩
ナ
リ
。
復
於
座
上
現
自
在
身
ノ
正
当
任
心慶
時

ハ

一
切
衆
会
唯
聞
法
音
ス
ル
ナ
リ
不
観
師
相
ナ
ル
ナ
リ

(仏
性

一
20
オ
9

上

謝
1
8
)

こ
の
例
は
、
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
の

】
特
徴
を
示
す
も
の
で
、
引
用
漢
文
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
岩
波
文
庫
本
で
示
せ
ば
上
巻
の
三
二
六
頁
三
行
目
か
ら

一
二
行

に
わ
た
る

「
景
徳
伝
灯
録
」
龍
樹
尊
者
伝
の
中
か
ら
の
引
用
文
で
あ
る
。
そ
の

一

部
分
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

「
彼
聞
理
勝
、
悉
廻
初
心
。
尊
者
復
於
座
上
現
自
在
身
、
如
満
月
輪
。

一
切
衆
会

唯
聞
法
音
、
不
観
師
相
。」

こ
れ
に
依
れ
ば
、
「
唯
聞
法
音
ス
」
と
四
字
サ
変
動
詞

と
し
た
が
、
コ

切
衆
会
」
ま

で
も
含
め

て
考
え
た
方
が
い
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

動
詞
の
主
格
に
な

っ
て
い
る
も
の
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
サ
変
動
詞
語
幹
か
ら
は

除
い
た
。

(
913
)
揚
声
止
響
ス

(1
例

・
自
)
体
1

《連
体
》

シ
カ
ア
ル
ニ
棄
身
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
揚
声
止
響
ス
ル
コ
ト
ア
リ
、
捨
命
ス
ル
ト
コ

ロ
ニ
断
腸
得
髄
ス
ル
コ
ト
ア
リ

(身
心

一
36
オ
2

中
搦
ー
7
)

高
橋
賢
陳
氏

『全
巻
現
代
訳
正
法
眼
蔵
』

に
は

「声
を
あ
げ
て
も
そ
の
響
き
に
左

右
さ
れ
な
い
」
と
あ
る

(上
巻
78
頁
)。
「
揚
声
し
て
」
し
か
も

「
止
響
す
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
基
本
的

に
、
「揚
声
す
」
「止
響
す
」
を
重
ね
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中

で
、
目
的
格
が
吸
収
さ
れ
て
い
る
。

正
法
眼
蔵

の
サ
変
動
詞

(
θ23
)
揚
眉
瞬
目
ス

(
1
例

・
自
)
用
1

《
テ
》

イ

マ
コ
ノ
正
法
眼
蔵

ハ
揚
眉
瞬
目
シ
テ
面
授
シ
キ
タ
ル
、
身
心
骨
髄
ヲ
モ
テ
サ

ツ
ケ
キ
タ
ル
、
身
心
骨
髄

二
稟
授
シ
キ
タ
ル
ナ
リ

(仏
道
九
30
ウ
9

中

餌
1

15
)

「
揚
眉
す
」
と

「
瞬
目
す
」
を
重
ね
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
目
的
格
を
そ
の
中

で
吸
収
し
て
い
る
。
「揚
眉
瞬
目
」
は
釈
尊
と
迦
葉
尊
者

の
正
法
眼
蔵
伝
授

の
故

事
、
拮
華
微
笑
に
関
わ
る
。
釈
尊
は
、
拮
華
し
て
揚
眉
瞬
目
し
た
、
迦
葉
尊
者
は

に
っ
こ
り
微
笑
し
て
、
正
法
眼
蔵
の
面
授
面
受
が
な
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

身
心
骨
髄
以
下
は
、
達
磨
尊
者
と
恵
可
尊
者
と
の
正
法
眼
蔵
伝
授
の
有
様
を
言
う
。

(123
)
遥
望
礼
拝
ス

(1
例

・
他
)
体
1

《
ナ
リ
》

伝
法
ノ
本
師
ヲ
礼
拝
ス
ル
コ
ト
ハ
時
節
ヲ
エ
ラ
ハ
ス
、
処
所
ヲ
論
セ
ス
拝

ス
ル

ナ
リ
。

ア
ル
イ

ハ
臥
時
食
時

ニ
モ
拝
ス
、
行
大
小
時

ニ
モ
拝
ス
、
ア
ル
イ
ハ
摘

壁
ヲ
ヘ
タ
テ
テ
、

ア
ル
イ

ハ
山
川
ヲ
ヘ
タ
テ
・
モ
遥
望
礼
拝
ス
ル
ナ
リ

(陀
羅

十
3ー
オ
9

中
獅
ー
11
)

「
遥
望
し
て
礼
拝
す
る
」
意
。
二
字
漢
語
サ
変
を
重
ね
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

「遥
望
」
は

「礼
拝
す
」
を
修
飾
す
る
。
目
的
語
は
直
接
現
れ

て
い
な
い
が
、
前

方

に
あ
る

「本
師
を
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

(223
)
与
仏
同
生
ス

(1
例

・
自
)
未
1

《リ
》

(323
)
与
仏
同
滅
ス

(1
例

・
自
)
止
1

《
ト
》

カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ナ
ル
神
通

ハ
仏
家

ノ
茶
飯

ナ
リ
、
諸
仏
イ

マ
ニ
解
倦
セ
サ
ル
ナ

リ
。

コ
レ
ニ
六
神

ア
リ
、

一
神
通
ア
リ
。
神
通
ナ
キ
ア
リ
。
最
上
通
ア
リ
。
朝

打
三
千
ナ
リ
、
暮
打
八
百
ナ
ル
ヲ
為
体
ト
セ
リ
。
与
仏
同
生
セ
リ
ト
イ
ヱ
ト
モ

ホ
ト
ケ

ニ
シ
ラ
レ
ス
、
与
仏
同
滅
ス
ト
イ

ヱ
ト
モ
ホ
ト
ケ
ヲ
ヤ
フ
ラ
ス

(神
通

八
3
オ
5
～
6

上
脚
1
3
)

「仏
と
同
じ
く
生
ず
る
」
「仏
と
同
じ
く
滅
す
る
」
意
。
漢
文

の
措
辞

の
ま
ま
、

漢
語
サ
変
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
正
法
眼
蔵

の
サ
変
動
詞
の

一
特
徴
で
あ
る
。
神

通
は

「人
力
を
越
え
た
霊
妙
な
働
き
」

の
こ
と
で
あ
る
が
、
実
は
そ
れ
を

「仏
家

ノ
茶
飯
ナ
リ
」
と
い
い
、
「朝
打
三
千
」

(朝

は
朝

の
諸
事
万
端
を
処
理
す

る
)
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正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

「
暮

打

八
百

」

(
夕

方

は

夕

方

の
諸

事

を

処

理

す

る

)

と

い
う

よ

う

に
、

日

々

時

々

成

す

べ
き

事

を

成

す

べ
き

よ

う

に
し

て

い
く

こ
と

を

い

う

の

で
あ

る
。

そ

の

こ
と

が

い
か

に
難

し

い
か

、

と

い
う

こ
と

で
も

あ

る

。

(
423

)

礼

拝

求

法

ス

(
1

例

・
他
)

体

1

《中

止

》

イ

マ

コ
ノ
道

ヲ
キ

・
テ
昔

日

ノ

ア
ト

ヲ
慕

古

ス

ル

ニ
末

山

ハ
高

安

大

愚

ノ
神

足

ナ

リ
、

命

脈

チ

カ

ラ

ア
リ

テ
志

閑

ノ
嬢

ト

ナ

ル
。

臨

済

ハ
黄

漿

運
師

ノ
嫡

嗣

ナ

リ
、

功

夫

チ

カ

ラ

ア
リ

テ
志

閑

ノ
爺

ト

ナ

ル
。

爺

ト

ハ
チ

・
ト

イ

フ
ナ

リ
。

嬢

ト

ハ
母

ト

イ

フ
ナ

リ
。

志

閑
禅

師

ノ
末

山

尼

了
然

ヲ
礼

拝

求

法

ス

ル
、

志

気

ノ

勝

燭

ナ

リ
、

晩

学

ノ
慣

節

ナ

リ

(
礼

拝

六

12

オ

5

上

麗
1
10

)

「
末

山

尼

了
然

ヲ
礼

拝

シ

テ
、

求

法

ス
ル
」

の
意

。

「
求

法

ス
」

は

こ

の
中

で

、

目

的

語

を

吸
収

し

て
い

る
。

四
時

漢

語

サ
変

の
形

で

は
あ

る

が
、

二
字

ず

つ
が
分

か

れ

て
、

機

能

し

て

い

る
。

連

体

形

の

「
中

止

」

と

い

う
用

法

に

つ
い

て

は
、

前

　
　

に
も

触

れ

た

こ
と

が
あ

る

が
、

こ

の
場

合

は
、

「
志

閑

禅

師

が

末

山

尼

了

然

を

礼

拝

し

て
、

求

法

し

た

こ

と
、

そ

れ

は
志

の
優

れ

た
先

例

で
あ

る
」

と

い

う

こ
と

に

な

る
。

「
～

す

る

こ
と

、

そ

れ

は

」

の
よ

う

に
、

以

下

に
主

語

と

し

て

関

わ

っ
て

い
く

例

で
あ

る
。

(
523

)

礼

拝

供

養

ス

(
5
例

・
他

)

用

1

《
タ

テ

マ
ツ

ル
》

止

2

《
ベ

シ
》

体

2

《
ナ

リ

ー

準

体

1
》

(
連

用

形

の
例

)

コ
ノ
正

伝

面

授

ヲ
礼

拝

ス

ル
、

マ
サ

シ
ク

七

仏

釈

迦

牟

尼

仏

ヲ
礼

拝

シ
タ

テ

マ

ツ

ル

ナ
リ

。

迦

葉

尊

者

等

ノ

ニ
十

八

仏

祖

ヲ
礼

拝

供

養

シ

タ

テ

マ

ツ

ル

ナ

リ

(
面

授

十

一
4

オ

2

中

鵬
1
7

)

「
礼

拝

す

」

「
供

養

す

」

を

重

ね

た
も

の
。

と

も

に
、

他

に
向

か

っ
て
目

的

語

を

要

求

す

る
。

全

体

と

し

て
他

動

詞

と

な

る
。

(
623
)

礼

拝
請

益

ス

(
1

例

・
他
)

体

1

《
連

体

》

又

宋

朝

二
居

士

ト

イ

フ

ハ
未
出

家

ノ
士

夫

ナ

リ
。

庵

居

シ

テ
夫

婦

ソ

ナ

バ
レ

ル

モ

ア
リ
。

又

孤
独

潔
白

ナ

ル

モ

ア
リ
。

ナ

ホ
塵

労

稠

林

ト

イ

ヒ

ヌ

ヘ
シ
。

シ
カ

ア

レ
ド

モ

ア
キ

ラ

ム

ル
ト

コ

ロ

ア

ル

ハ
雲

柄

霞

挟

ア

ツ

マ
リ

テ
礼

拝

請

益

ス

ル

コ
ト
出
家

ノ
宗
匠

ニ
オ
ナ
ジ

(礼
拝
六
14
オ
ー0

上
協
ー
4
)

「
ア
キ
ラ
ム
ル
ト
コ
ロ
ア
ル
人
を
礼
拝
し
、
そ
の
人
に
法
益
を
請
う
」
の
意
。
全

体
と
し
て
、
他
動
詞
で
あ
る
。
目
的
語
は
直
接
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
「礼
拝
す
」

は
ヲ
格
、
「請
益
す
」
は
二
格
を
要
求
す
る
。
シ
ン
エ
キ
と
読
む
。

(723
)
礼
拝
頂
戴

ス

(
2
例

・
他
)
止
1

《
ベ
シ
》
体
1

《連
体
》

正
受
セ
ル
人
ミ
ナ
コ
レ
証
契
伝
法

ノ
祖
師
也
。
十
聖
三
賢

ニ
モ
ス
ク
ル
。
奉
観

恭
敬

シ
礼
拝
頂
戴

ス
ヘ
シ

(伝
衣
七
2ー
オ
2

上
踊
1
5
)

目
的
語
は
直
接
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
「
正
受
セ
ル
人
」
で
あ
る
。
「礼
拝
し
」

「
恭
敬
す
」
と
重
ね
た
も
の
。

(823
)
礼
拝
面
授

ス

(1
例

・
他
)
止
1

《断
止
》

道
元
大
宋
宝
慶
元
年
乙
酉
五
月

一
日
ハ
シ
メ
テ
先
師
天
童
古
仏

ヲ
礼
拝
面
授

ス

(面
授
十

一
7
オ
8

中
脚
ー
8
)

「礼
拝
し
」
「
面
授
さ
れ
た
」
と
連
続
的
に
重
ね
た
も
の
。

(
923
)
礼
拝
問
訊
ス

(
1
例

・
他
)
体
1

《中
止
》

タ
ト
ヒ
三
大
阿
僧
祇
劫
十
三
大
阿
僧
祇
劫
無
量
阿
僧
祇
劫

マ
テ
モ
捨
身
受
身
シ

モ
テ
ユ
ク
、
カ
ナ
ラ
ス
学
道
ノ
時
節
ナ
ル
進
歩
退
歩
学
道
ナ
リ
。
礼
拝
問
訊
ス

川
、
ス
ナ
ハ
チ
動
止
威
儀
也

(身
心

一
36
ウ
9

中
伽
1
8
)

他
動
詞
と
考
え
た
。
対
象
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
礼
拝
す
る
こ
と
、
問
訊
す
る
こ

と
は
対
象
が
示
さ
れ
て
い
な
く
て
も
成
り
立

つ
け
れ
ど
も
、
礼
拝
し
、
問
訊
す
る

と
き
、
必
ず
何
ら
か
の
対
象
が
想
像
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
故
に
他
動
詞
と

し
た
。
二
字
サ
変
動
詞
の
重
ね
ら
れ
た
も
の
。
並
列
的
で
あ
る
。
高
橋
氏
の
現
代

訳
で
は

「日
常
的
に
は
、
仏
を
礼
拝
し
、
師
に
法
を
問
う
、
そ
れ
が
と
り
も
な
お

さ
ず
学
道
の
所
作
で
あ
り
、
儀
礼
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
や
は
り
、
「
礼
拝
問
訊
す

る
こ
と
、
そ
れ
が
」
と
下
文
の
主
語
に
な

っ
て
い
る
。

(033
)
立
地
聴
法
ス

(4
例

・
自
他
)
未
1

《
ム
》
用
1

《
テ
》
止

《断
止
》
体

1

《
二
接
》

(未
然
形
の
例
)

大
事
未
明
ノ
ト
キ
参
学

ノ
玄
侶
ト
シ
テ
立
地
聴
法

セ
ン
ニ
ア
ニ
シ
カ
ノ
コ
ト
ク
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荘
然
ト
ア
ラ
ン
ヤ

(仏
経
十
18
ウ
4

中
脇
1
10
)

(連
用
形
の
例
〉

ス
テ
一二
二
世
諸
仏
ト
ア
ル
カ
ユ
エ
ニ
、
シ
ル
ヘ
シ
、
三
世
諸
仏

ハ
火
焔

ノ
説
法

ヲ
立
地
聴
法
シ
テ
諸
仏
ナ
リ

(行
仏

ニ
ー4
ウ
ー0

上
謝
1
15
)

こ
の
連
用
形
の
例
、
乾
坤
院
本
も
、
岩
波
文
庫
本
も

「立
地
聴
」
と

「法
」
が
な

い
。
道
元
禅
師
全
集
本
に
は

「立
地
聴
法
」
で
あ
る
。
洞
雲
寺
本
を
底
本
と
し
て
、

他
本
と
の
校
異
を
示
す
と
あ
る
が
、
乾
坤
院
本
と
の
違
い
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

龍
門
寺
本
も

「
立
地
聴
」
で
あ
る
。
七
十
五
巻
本
系
統
は

「法
」
が
な
い
よ
う
で

あ
る
。
玄
沙
の
言
葉
と
し
て

「火
焔
為

三
世
諸
仏
説
法
。
三
世
諸
仏
立
地
聴
」
と

あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
で
い
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
語
法
的

に
は
、

こ
の

「法
」
字
は
な
い
方
が
よ
く
収
ま
る
。

「～

ヲ
立
地
聴
法

ス
」
で
は
余
分
な
感
じ
で

あ
る

(も

っ
と
も
、
こ
ん
な
事
は
沢
山
あ
る
が
)。

こ
の
例
が
正
当
な
も
の
な
ら
、

「立
地
聴
法
す
」
で
他
動
詞
と
し
て
機
能

し
て
い
る
が
、
他

の
例

は
、

自
動
詞

で

あ
る
。
「立
地
聴
法

ス
」
は
、
「法
」
を
目
的
語
と
し
て
含
み
込
ん
だ
、
造
語
と
見

ら
れ
ま
い
か
。
「立
地
」
は

「地
に
立

っ
て
」

の
意

で
は
な
く
、
単

に
、
「立
ち
ど

こ
ろ
に
」
の
意
で
、
「聴
法
す
」
を
修
飾

す
る
。

(133
)
両
展
三
拝
ス

(3
例

・
自
)

用
1

《
オ

ハ
ル
》
止
2

《断
止
ー

ベ
シ

ー
》(連
用
形
の
例
)

知
事
搭
袈
裟
帯
坐
具
シ
テ
首
座

二
相
見
ス
ル
ト
キ
ア
ル
イ
ハ
両
展
三
拝
シ
オ
ハ

リ
テ
膀

ヲ
首
座

二
呈
ス

(安
居
十
五
14

ウ
8

下
87
1
1
)

両
度

に
わ
た

っ
て
坐
具
を
広
げ
て
、
三
拝
す
る
こ
と
。
「展
」
は

「展
坐
具
」
「展

具
」
の
意
。
「両
展
」
が
、
「
三
拝
す
」
を
修
飾
す
る
。

(233
)
留
心
勤
学
ス

(1
例

・
他
)
止
1

《
ベ
シ
》

コ
ノ
道
取
ノ
意
旨
ピ
サ
シ
ク
生
々
ヲ

ツ
ク
シ
テ
参
究
ス
ヘ
シ
。
漿
水
銭
イ
カ
ナ

ル
カ
シ
ハ
ラ
ク
不
管
ナ
ル
、
留
心
勤
学

ス
ヘ
シ

(仏
性

一
28
オ
ー

上
鵬
1
5
)

「
心
を
留
め
て
勤
め
学
す
る
」
こ
と
。

(333
)
留
心
参
学
ス

(1
例

・
他
)
止
1

《
ベ
シ
》

正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

シ
カ
レ
ハ
無
情
説
法
ノ
儀
イ
カ

ニ
ア
ル
ラ
ン
ト
審
細

二
留
心
参
学

ス
ヘ
キ
ナ
リ

(無
情
十
4
オ
4

中
銅
i
2
)

「
心
を
留
め
て
参
学
す
る
」
の
意
。
参
学
は
参
禅
学
道
の
略
と

い
う
。
「
参
学

す
」
と
は
正
法
眼
蔵
で
は

「
仏
道
修
行
す
る
」
の
謂
で
あ
る
。

(433
)
裂
破
開
明
ス

(1
例

・
自
)
未
1

《
リ
》

七
仏
諸
仏

ハ
オ
ナ
シ
ク
拮
花
来
ナ
リ
。

コ
レ
ヲ
向
上
ノ
拮
花
ト
修
証
現
成
セ
ル

ナ
リ
。
直
下
ノ
拮
花
ト
裂
破
開
明
セ
リ

(優
曇
十
三
14
オ
6

中
説
1
6
)

「裂
破
す
」
「開
明
す
」
の
重
な

っ
た
も
の
。
「裂
破
し
て
、
開
明
し
た
」
と
前
部

が
後
部
を
修
飾
す
る
関
係
に
な
る
。

(◆
)
老
屋
敗
橡

ス

(1
例

・
自
)
用
1

《
テ
》

五
祖
法
演
禅
師
イ

ハ
ク
師
翁

ハ
シ
メ
テ
楊
岐

二
住
セ
シ
ト
キ
老
屋
敗
橡

シ
テ
風

雨
之
弊

ハ
ナ

ハ
タ
シ

(行
持
上
三
49
オ
5

中
26
1
12
)

こ
の
例
、
四
字
漢
語
サ
変
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
で
は
な
か

っ
た
。

こ
の
他

に
も

「面
目
破
眼
ス
」
と
い
う
の
も
削
除
し
た
。
そ
こ
で
、
断
ら
な
か

っ
た

の
で
、

こ

こ
で
纏
め
て
削
除
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
漢
語
サ
変
動
詞
を
出
来
る
だ

け
ゆ
る
や
か
に
認
定
し
た
が
、
主
語
-
述
語
関
係
に
な
る
も
の
は
、
削
除
す
る
こ

と
と
し
た
。
こ
の
他
、
四
字
漢
語
サ
変
と
し
て
、
「正
法
眼
蔵

の
サ
変
動
詞
1
そ

の
用
例

(二
)
1
」
(『東
海
学
園
国
語
国
文
』
7

既
)
に

一
覧
表
と
し
て
掲
げ

た
も
の
の
内
か
ら
、
「開
演
現
成
」
「
功
夫
現
成
」
「
見
成
公
案
」

(
「
現
成
公
案
」

と
合
併
)
「公
案
現
成
」
「
兀
坐
正
伝
」
「師
資
道
取
」
「道
理
現
成
」
「眉
髪
堕
落
」

の
八
項
目
を
、
主
-
述
関
係
を
認
め
な
い
と
い
う
理
由
で
、
削
除
し
た
。
従

っ
て
、

踊
語
と
、
表
に
あ

っ
た
の
が
、
計
十
項
目
の
削
除
及
び

「出
家
学
道
」

一
項
目
を

加
え
て
、
鰯
語
と
な

っ
た
。

(
533
)
或
従
経
巻

ス

(
3
例

・
自
)
用
2

《
テ
》
止
1

《
ト
》

(
633
)
或
従
知
識

ス

(3
例

・
自
)
用
3

《
テ
2

中
止
1
》

転
疎
転
遠
ノ
臭
皮
袋
オ
モ
ハ
ク
ハ
仏
光
モ
自
己
光
明
モ
赤
白
青
黄

ニ
シ
テ
火
光

水
光

ノ
コ
ト
ク
珠
光
玉
光

ノ
コ
ト
ク
龍
天
ノ
光
ノ
コ
ト
ク
日
月
ノ
ヒ
カ
リ
ノ
コ
ト

ク
ナ
ル
ヘ
シ
ト
見
解

ス
。
或
従
知
識

シ
或
従
経
巻
ス
ト
イ

ヘ
ト
モ
光
明
ノ
言
教

ヲ
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正
法
眼
蔵

の
サ
変
動
詞

キ
ク

ニ
ハ
蛍
光

ノ
コ
ト
ク
ナ
ラ
ン
ト
オ

モ
フ

(光
明
三
34
オ
6

中
皿
1
5
)

「
あ
る
い
は
経

に
従
う
」
「あ
る
い
は
知
識
に
従
う
」
を
そ
れ
ぞ
れ

一
語
的
に
、

漢
文

の
措
辞

に
従

っ
て
使
用
し
た
も
の
で
、
「或
従
経
巻
」
「或
従
知
識
」
と
い
う

文
字
列
は
、
正
法
眼
蔵

の
中

に
は
、
極

く
普
通

の
言
葉
と
し
て
、
か
な
り
多
数
用

い
ら
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
、
経
文

の
中

に
あ
る
語
句

で
あ
る
。
こ
う
い
う
語
を
、

漢
文

の
文
字
続
き
の
ま
ま
、
名
詞
と
し

て
、
又
、
そ
れ
を
サ
変
動
詞
と
し
て
用
い

る
の
は
、
正
法
眼
蔵

の
特
徴
的
な
言
葉
遣

い
で
あ
る
。
(
四
字
漢
字
サ
変
動
詞
終

わ
り
)
(
つ
づ
く
)

注
1

例
文

の
掲
出
方
法
は
前
稿
ま
で
と
同
様
。
但
し
、
直
前
の

「正
法
眼
蔵
の

サ
変
動
詞
1
そ
の
用
例

(
一
六
)
1
」

(『東
海
学
園
国
語
国
文
』
39
号
)
か
ら
既

に
十
年
経

っ
て
い
る
の
で
、
改
め
て
掲
出
方
法
に

つ
い
て
記
し
て
お
く
。
最
初
の

番
号
は
、
今
回
は
、
四
字
漢
字
サ
変
動
詞

の
通
し
番
号
、
次
が
当
該
サ
変
動
詞
、

()
内
に
七
十
五
巻
本
正
法
眼
蔵
に
お
け

る
例
数
と
、
そ
の
自
動
詞
他
動
詞

の

一

応

の
区
別
、
次

に
、
活
用
形
別
の
例
数

と
、
下
接
語
ま
た
は
用
法
を
掲
示
す
る
。

但
し
、
例
数
1
の
場
合
は
、
下
接
語

・
用
法
の
数
は

一
々
示
さ
な
い
。
1
に
決
ま
っ

て
い
る
の
で
。
用
例
は
乾
坤
院
本

に
よ

っ
て
示
し
、
そ
の
末
尾
の

()
内
に
、
正

法
眼
蔵

の
略
巻
名

・
乾
坤
院
本

の
冊
数
順

・
所
在

・
岩
波
文
庫
本
〈
旧
版

・
衛
藤

即
応
編

・
改
版
〉

の
上
中
下
、
頁
数

・
行
数
を
示
す
。

注
2

拙
著

『正
法
眼
蔵

の
国
語
学
的
研
究
』
㎜
で
は
、

こ
の
連
体
形
中
止
の
用

法
を
か
な
り
詳
し
く
述

べ
て
あ
る
。
特

に
第
七
章
第
二
節
は
こ
の
こ
と
を
中
心
課

題
と
し
て
い
る
。

(名
古
屋
大
学
教
授
)
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